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特 集  ロコモティブシンドローム，サルコペニアとフレイル：それらの概念・現状と将来展望

は　じ　め　に

　日本整形外科学会では，2013年から

ロコモティブシンドローム(以下，ロ

コモ)の概念図を図１のように整理し

て公表している。この概念図におい

て，一番左に示されているのが，ロコ

モの原因となる主な運動器疾患であ

る。ここではこの概念図の根拠になっ

た資料や研究について紹介する。

Ⅰ．�要介護の原因に関する�
資料

　介護が必要となった原因疾患とし

て，運動器疾患の割合は年々増加し，

厚生労働省の2016年の統計では骨折，

関節疾患，脊髄損傷で約25％も占める

(図２)。

Ⅱ．�運動器コホートによる�
研究

　高齢者でのcommon diseaseである

骨粗鬆症，変形性膝関節症，変形性腰

椎症はその有病率がきわめて高いこと 

がYoshimuraらにより報告されている1)

(図３)。40歳以上の有病者数を推計す

ると，骨粗鬆症が1,070万人，変形性膝

関節症が2,530万人，変形性腰椎症が

3,790万人となる。同報告によればこ

れらの併存率も高く，70歳代女性の約

30％，80歳以上の男性の約10％，80歳

以上の女性では約40％で３つが併存す

る(図４)。

　脊柱管狭窄症の診断にはMRI撮影

が欠かせないが，大規模住民コホー

トでMRIを用いた研究がIshimotoらに

よって行われた2)。それによると40歳

以上の腰部脊柱管狭窄症罹患率は男性

10％，女性約９％である。ここから推

測される腰部脊柱管狭窄症の患者数を

計算すると，約610万人となる。
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